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今
秋
来
目
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
思
想

家
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
氏
は
個
人

主
我
に
よ
る
人
口
減
少
が
国
家
の
衰

退
を
招
く
と
拇
描
、
日
本
の
活
力
維

持
に
は
移
民
の
受
け
入
れ
が
必
要
と

訴
え
た
。
産
業
界
や
政
界
の
一
部
に

も
将
来
の
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め

も
っ
と
外
国
人
を
活
用
し
よ
う
と
の

声
が
あ
る
。
今
後
5
0
年
間
で
約
4
千

万
人
が
消
え
る
と
い
う
急
激
な
人
口

減
少
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
移
民

問
題
の
議
論
を
い
つ
ま
で
も
避
け
て

は
い
ら
れ
克
い
。

移
民
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
日

本
人
の
反
応
は
大
き
く
2
つ
に
分
か

れ
る
。
1
つ
は
犯
罪
が
増
え
治
安
が

悪
化
す
る
か
ら
絶
対
ダ
メ
と
い
う
意

見
。
も
う
1
つ
は
主
に
経
済
的
な
理

由
か
ら
大
量
に
受
け
入
れ
る
ペ
き
だ

と
の
積
極
論
だ
。
前
者
は
労
働
力
や

内
需
の
拡
大
、
異
文
化
交
流
な
ど
プ

ラ
ス
の
面
を
見
よ
う
と
し
な
い
が
、

後
者
に
も
問
題
が
あ
る
。
移
民
を
安

価
な
労
働
力
と
し
か
見
な
さ
ず
、
受

け
入
れ
に
必
要
な
社
会
的
コ
ス
ト
を

無
視
す
る
人
が
多
い
の
だ
。
ま
ず
重

要
な
の
は
外
国
人
が
集
中
的
に
住
む

地
域
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
現
状
を
知
る
こ
と
だ
ろ
う
。

●
外
国
人
4
割
の
街
も

稲
葉
佳
子
書
『
オ
オ
ク
ポ
　
都
市

の
力
』
　
（
学
芸
出
版
社
・
2
0
0
8

年
）
を
読
む
と
、
ア
ジ
ア
系
外
国
人

に
よ
っ
て
東
京
・
大
久
保
が
こ
こ
十

数
年
で
い
か
に
大
き
な
監
獄
を
遂
げ

た
か
に
驚
か
さ
れ
る
。
J
R
新
大
久

保
駅
周
辺
に
住
む
外
国
人
の
比
率
は

今
、
4
割
に
迫
る
勢
い
。
韓
国
、
中

国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
な

ど
の
飲
食
・
食
材
店
や
外
国
人
経
営

の
旅
行
会
社
、
ホ
テ
ル
、
書
籍
・
C

卿朗紺う戯洞野
れ
て
い
く
。
当
初
は
外
国
人
お
断
り

だ
っ
た
不
動
産
業
書
も
今
は
歓
迎

だ
。
外
国
人
と
の
共
生
で
日
本
人
白

身
も
変
化
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

杉
山
青
書
『
移
民
環
蓋
し
　
（
新
潮

社
・
0
8
年
）
は
か
つ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に

移
民
と
し
て
渡
っ
た
日
本
人
の
子
孫

が
デ
カ
セ
羊
と
し
て
日
本
に
戻
り
暮

ら
す
姿
を
描
く
。
現
在
日
本
に
い
る

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
約
3
0
万
人
。
派

遣
労
働
者
と
し
て
製
造
業
を
末
端
で

支
え
る
存
在
だ
が
、
そ
の
裏
で
嫌
々

な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
多
く
の
人

が
日
本
語
を
話
せ
ず
日
本
人
社
会
と

の
交
流
は
希
薄
。
ゴ
ミ
出
し
な
ど
で

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
。

子
ど
も
た
ち
は
日
本
葬
の
壁
に
苦
し

み
、
イ
ジ
メ
で
不
登
校
に
な
り
、
非

行
に
走
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。

不
況
下
で
派
遣
労
働
者
の
雇
い
止

め
が
相
次
い
だ
が
、
帰
国
し
た
人
は

1
割
程
度
と
み
ら
れ
、
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
の
定
住
志
向
が
拝
眉
彫
り
に
な

っ
た
。
失
業
者
の
中
に
は
日
本
語
を

必
死
に
勉
強
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
介
護

分
野
へ
の
転
職
を
目
指
す
人
も
い

る
。
今
後
も
彼
ら
皇
量
な
労
働
力

と
し
て
括
用
す
る
な
ら
、
日
本
語
教

育
の
充
実
や
児
童
の
教
育
支
援
な
ど

き
め
細
か
い
対
策
が
必
要
だ
ろ
う
。

移
民
問
題
に
つ
い
て
幅
広
く
知
り

た
い
人
に
お
薦
め
な
の
が
、
川
村
千

転
子
ほ
か
編
著
『
移
民
政
策
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
し
　
（
明
石
書
店
・
0
9
年
）

だ
。
研
究
者
に
加
え
、
非
営
利
組
織

（
N
P
O
）
や
企
業
で
実
際
に
外
国

人
支
援
活
動
を
し
て
い
る
人
が
執

筆
。
出
産
せ
り
育
児
、
教
育
、
就
職
、

結
婚
、
住
ま
い
、
老
後
な
ど
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
各
段
階
に
及
ぶ
多
様
な

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

●
ド
イ
ツ
の
例
参
考
に

今
年
1
月
、
内
観
府
に
定
住
外
国

人
施
策
推
進
室
が
設
置
さ
れ
た
。
だ

が
施
策
の
中
心
は
日
系
人
の
就
労
支

援
で
、
将
来
を
見
据
え
た
移
民
政
策

人
材
開
国
か
鎖
国
か

は
ま
だ
検
討
も
さ

れ
て
い
な
い
。
そ

の
点
、
戦
後
の
高

度
成
長
期
に
外
国

D
専
門
店
、
美
容
院
が
軒
を
連
ね
‥

昼
夜
を
問
わ
ず
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

エ
ス
ニ
ッ
ク
街
が
今
日
の
隆
盛
を

、
迎
え
る
ま
で
に
は
住
民
と
の
様
々
な

あ
つ
れ
き
が
あ
っ
た
。
生
活
習
慣
の

違
う
日
本
人
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は

「
多
文
化
共
生
で
は
な
く
多
文
化
強

制
だ
っ
た
」
。
だ
が
、
異
文
化
と
の

外
国
人
が
集
中
的
に
住
む
地
域
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
重
要
だ

イ
ラ
ス
ト
・
よ
し
お
か
　
じ
ゅ
ん
い
ち

人
労
働
者
を
大
量
に
受
け
入
れ
た
欧

州
は
嫌
々
な
経
験
を
重
ね
、
先
行
し

て
い
る
9
増
谷
英
樹
編
『
移
民
・
・
難

民
・
外
国
人
労
働
者
と
多
文
化
共
生
』

（
有
志
舎
・
0
9
年
）
は
日
本
と
ド
イ

ツ
を
比
較
し
な
が
ら
ド
イ
ツ
が
な
ぜ

移
民
受
け
入
れ
国
に
転
換
し
た
か
を

分
析
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
在
日
外
国
人
に
絡
む
問

題
は
専
ら
地
方
自
治
体
や
地
域
住

民
、
N
P
O
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。

だ
が
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
対
応
は
限

界
に
来
て
い
る
。
移
民
を
本
格
的
に

受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
実
は
将

来
ど
ん
な
国
を
目
指
す
の
か
と
い
う

国
家
像
に
か
か
わ
る
大
問
題
だ
。
人

材
開
国
で
成
長
を
緯
け
経
済
大
国
の

地
位
を
守
る
の
か
、
人
材
鎖
国
の
ま

ま
少
子
化
対
策
に
専
念
す
る
の
か
。
．

そ
れ
と
も
人
口
減
を
受
け
入
れ
小
国

と
し
て
生
き
る
の
か
。
ど
の
道
を
選

ぶ
に
せ
よ
、
国
家
レ
ベ
ル
の
戦
略
と

国
民
的
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


